
勝
髄
ノ
循
環
血
量
並
ピ
ニ
酸
素
需
要
量
ニ
及
ポ
ス

薬
物
ノ
影
響
ニ
就
テ

〈
昭
和
四
年
凶
月
十
六
日
受
付
）

京
都
帝
閥
大
事
韓
民
平
部
終
形
外
科
感
激
室
（
伊
藤
教
授
指
導
〉

講
師
風
間
皐
士

A
八百

士口

矯

員リ

緒

=b  
言欄

脳
髄
ノ
血
行
－
一
割
ス

Y
薬
物
ノ
作
用
一
一
就
－
Y

A

従
来
多
数
ノ
研
究
業
績
後
表
セ
ラ

ν
タ
Y
毛
、
多
ク
A

脳
髄
ヨ
可
ノ
流
出
ス

Y
静
脈
中
ノ
一
管

ノ
流
血
量
ノ
援
化
ヲ
測
定
シ
、
或
A

穿
顧
セ
ク
レ
タ

Y
脳
髄
ノ
表
層
血
管
ノ
鐙
化
ヲ
観
察
シ
、
或
A

頭
蓋
路
内
歴
ノ
獲
動
ヲ
測
定
シ
ア
脳
髄
ノ

血
行
ニ
劃
ス

Y
薬
物
ノ
作
用
ヲ
判
断
ス

Y
方
法
等
－
一
ジ
ア
、
脳
髄
ノ
全
循
環
血
量
ア
直
接
－
一
測
定
U
J

－
プ
夫
V

ニ
封
ス

Y
薬
物
ノ
作
用
－
一
就
ア
研

究
セ

Y
業
績
A

未
グ
之
ヲ
見
出
ス
飽
A

ズ
。
斯
ク
ノ
如
ク
脳
髄
ノ
全
循
環
血
量
ヲ
測
定
ス

Y

ノ
方
法
ガ
従
来
行
A

V

ザ
リ
ノ
ジ
結
果
、
脳
髄
ノ
駿

素
需
要
量
二
封
ス

Y
薬
物
ノ
影
響
－
一
就
ア
モ
其
絶
劉
的
酸
素
需
要
量
ノ
獲
化
－
一
就
ア
エ
非
ズ
ジ
ア
、
唯
其
相
調
的
ノ
鐙
化
ヲ
一
古
溝
ス

Y

ュ
留
守

v
y
。
例
ヘ
バ
山
北
A

脳
髄
ノ
瓦
斯
新
陳
代
謝
－
一
一
割
ス

Y
薬
物
ノ
作
用
－
一
就
－
ア
頗
Y
庚
汎
ナ
ル
範
閣
－
一
亘
レ

Y
研
究
業
績
ヲ
接
表
セ

Y
毛
、
氏

A

賞
験
動
物
ト
ジ
ア
A

家
兎
ア
選
ピ
、
其
外
頚
静
脈
ノ
枝
ナ

Y
表
層
顕
顕
静
脈
ノ
流
血
量
ヲ
測
定
し
v
、
同
静
脈
ヨ

y
採
取
セ

Y
静
脈
血
ト
股
勤

服
ヨ
リ
ノ
採
取
セ

Y
動
脈
血
ト
ノ
酸
素
合
量
ヲ
測
定
シ
、
以
ア
薬
物
ノ
作
用
－
一
ヨ

Y

脳
髄
ノ
酸
素
需
要
量
ノ
相
調
的
愛
化
ヲ
研
究
セ
戸
毛
ノ
ナ

η
ノ。
斯
ク
ノ
如
グ
従
来
行
A

V

タ
Y
脳
髄
ノ
循
環
血
量
及
ピ
酸
素
需
要
量
－
一
一
割
ス

Y

薬
物
ノ
作
用
－
一
関
ス

Y
研
究
A

脳
髄
ノ
絶
封
的
循
環
血
量

叉
A

酸
素
需
要
量
ノ
獲
化
ヲ
討
究
セ

Y

モ
ノ
ユ
非
ズ
。
然
Y

－
一
ヵ
‘

y
研
究
－
一
シ
ア
若
ジ
脳
髄
ノ
絡
調
的
循
環
血
量
及
ピ
酸
素
需
要
量
－
一
就

ア
行
A

レ
タ
ラ
ン
－
二
其
結
果
タ

Y
ヤ
一
層
正
確
ノ
度
ヲ
加
え
該
研
究
ノ
進
歩
A

著
シ
ク
促
サ
ノ
Y

、
モ
ノ
ナ
ラ
ン
ト
思
A

U

F

O

カ
ク
脳
髄
ノ

絡
調
的
循
環
血
量
測
定
ノ
必
要
ノ
痛
戚
セ
ラ

Y

、
時
、
途
－
一
樹
A

犬
二
於
ア
脳
髄
ヨ

y
流
出
ス

Y
静
脈
ノ
大
牢
ヲ
結
紫
シ
ア
、
後
頭
結
節
部
－
一

第
六
谷

F『

原

著...... 

± 

"' 
盆

八
五

（
第
阿
務

四
七
〉



第
六
各

F『

房、

著、..... 

j¥ 

五

（
第
四
時
蜘

四
八
〉

土k
i::I 

役

穿
チ
タ
u
y

孔
ヨ
リ
流
出
ス
u
y

血
量
ヲ
測
定
シ
ア
、
脳
髄
ノ
金
循
環
血
量
ヲ
求
ム

y
a
成
功
シ
タ

Y
ガ

故

三

余

A

氏
ノ
質
験
方
法
ヲ
獲
改
ジ
タ

脳
髄
ノ
循
環
血
量
並
ピ
ニ
酸
素
需
要
量
ニ
闘
ス

Y
研
究
ノ
補
遺
ヲ
行
ヒ
、
之
ヲ
既
ニ
前
篇
－
一
於
－
ア
費
表
ジ
タ

Y

モ
前
薬
物
ノ
脳
髄
ノ
循
環
血
量

並
ピ
ュ
酸
素
需
要
量
二
割
ス

Y
作
用
ヲ
研
究
シ
之
ヲ
本
篇
－
一
一
於
ア
費
表
セ
シ
ト
ス
ロ

賓

験

成

績

賞
験
方
法
A

総
ア
前
篇
（
脳
髄
ノ
循
環
血
量
並
ピ
ニ
酸
素
需
要
量
－
一
就
e

プ
）
田
一
行
ヒ

タ
Y
方
法
ヲ
用
ヒ
、
賞
験
動
物
ト
シ
ア
A

総
ア
犬
ヲ
用

ヒ
タ
リ
ノ
。

余
ノ
貰
験
目
的
ガ
主
ト
シ
テ
脳
髄
ノ
血
行
－
一
ア
Y
ヲ
以
ア
、
余
A

一
一
般
末
梢
血
管
－
一
封
シ
ア
著
明
ノ
機
能
ヲ
有
ジ
且
ッ
其
作
用
ノ
比
較
的
判

明
セ

Y
薬
物
ノ
ミ
ヲ
選
捧
セ

y
。

（
－
）
堕
酸
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」

「
ァ
ド

ν
ナ
リ
シ
L
ガ
交
成
紳
経
末
梢
ヲ
刺
戟
ジ
血
一
腿
ノ
著
ジ
キ
上
昇
ヲ
喚
起
セ
ジ
ム

Y
A
周
知
ノ
事
貫
－
一
ジ
ア
之
ヲ
静
脈
内
ニ
注
射
ス

Y

ト
キ
A

極
メ
ア
小
量
ヲ
以
ア
注
射
後
速
カ
ユ
血
煙
ノ
上
昇
ヲ
喚
起
セ
ジ
ム
w
y

モ
、
之
ヲ
皮
下
一
一
注
射
ス

Y
ト
キ
A

比
較
的
大
量
ヲ
用
フ
M
Y

モ
数

分
後
唯
僅
少
ノ
血
麟
上
昇
ヲ
来
ス
ノ
ミ
ナ

Y
事
質
A

諸
家
ノ
認
ム

Y
所
ナ
η
ノ。

「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
ノ
血
脈
ヲ
上
騰
セ
ジ
ム

Y
A
主
ト
シ
ア
全
身
末
梢
血
管
ノ
煙
輩
殊
－
一
内
臓
神
経
配
下
ノ
血
管
ノ
甚
ジ
ク
牧
縮
ス

Y

ユ
因

y
。
然
ラ
バ
脳
髄
ノ
血
管
A

「
ァ
ド
レ
ナ
η
ノ
ン
」
－
一
ヨ

p
－
プ
如
何
ナ
Y
獲
化
ヲ
蒙
Y

モ
ノ
ナ
一
プ
ン
。
此
問
題
－
一
開
シ
ア
A

多
数
ノ
報
告
ア
リ
ノ
。

出
口｝ご

4
5
E
J
J－
E
uE
z－－
2
f
d・M
J
H
d
∞2
・P

］宣
告
門
戸
、
自
己
］
及
ピ

H
F
E
F
来
須
等
A

「
ア
ド
レ
ナ
叫
ノ
ン
」
一
一
ヨ
リ
ノ
脳
血
管
A

牧
縮
セ
ラ

y

、
コ
ト
ヲ
観
察
シ
、

pv
－v
及
ピ
目
｝
ア
山
北
等
A

反
封
－
一
…
脳
血
管
A

「ア

F
V
ナ

p
y
」
－
一
ヨ
リ
ノ
ア
積
張
セ

ヌ
Y

、
コ
ト
ヲ
謹
セ

9
0
然
Y

－一

設
ニ
最
毛
吾
人
ノ
注
意
ヲ
喚
起
ス

Y
最
近
ノ
業
績
ρ

ヨ
州
側
、
風
附
、
城
下
等
三
氏
共
同
ノ
報
告
－
一
し
て
プ
氏
等
A

家
兎
－
一
於
ア
「
ァ
ド
レ
ナ
リ

シ
」
ノ
静
脈
内
注
射
ニ
ヨ

y
－
プ
動
脈
血
煙
サ
へ
一
定
一
一
調
節
セ
バ
「
ア
ド
レ
ナ

9
ン
」
ノ
脳
血
管
二
割
ス

Y
能
動
的
牧
縮
作
用
ヲ
明
カ
ζ

観
Y
ヲ

得
Y

毛
、
動
脈
血
刷
用
ヲ
調
節
セ
ザ
Y
ト
キ
エ
A

静
脈
費
ヨ

y
出
グ
Y
血
量
A

著
明
ュ
増
加
ス
M
Y

ノ
ミ
一
一
シ
ア
決
シ
ア
牧
縮
作
用
ヲ
認
メ
得
ザ
w
y



コ
ト
ア
詫
明
セ

9
0

究
－
弓
．
ァ
ド
レ
ナ

y
ン
」
ノ
脳
髄
J

酸
素
消
費
量
－
－
劃
ス

Y
作
用
品
開
シ
ア
A

山
相
A

「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
注
射
ノ
直
後
ュ
於
ア
A

甚
シ
ク
流

血
量
A

増
加
ス

Y

ニ
モ
拘
A

－
フ
ズ
、
酸
素
消
費
量
ノ
減
少
ス

Y

コ
ト
ヲ
認
メ
夕
刊
ノ
。
又
痢
須
モ
「
ア
ド
V

ナ

y
ン
」
ノ
震
メ
統
血
量
ノ
滅
少
－
一
件

ヒ
酸
素
消
費
量
ノ
減
少
ス

Y

コ
ト
ヲ
報
告
セ
リ
ノ
。

余
ニ
吊
－
ニ
盟
酸
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
ア
頚
静
脈
内
ニ
注
射
セ
リ
ノ
。
是
皮
下
注
射
－
一
ヨ
リ
ノ
ア
A

血
煙
上
昇
A

僅
少
－
一
ジ
ア
、
業
土
井
ノ
起
Y
迄

注
射
後
敷
分
ア
要
ス

Y
ガ
故
－
ニ
盟
酸
「
ア
ド
レ
ナ

y
ン
」
ヲ
皮
下
－
一
注
射
シ
タ

Y
潟
メ
ニ
惹
起
セ
ラ
山
戸
、
血
盤
上
昇
ト
他
ノ
原
因
－
一
ヨ

Y
血
魅

上
昇
ト
ヲ
判
然
匝
別
U
J

能
A

ザ
Y
恐
レ
ア
M
Y

ヲ
以
ア
、
注
射
後
直
チ
－
一
現
レ
而
カ
モ
著
シ
キ
血
煙
ノ
上
昇
ヲ
喚
起
ス

Y
静
脈
内
注
射
ヲ
漣
ピ
タ

Y
ナ
η
ノ。

余
A

常
－
二

九
盟
酸
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ノ
ン
」
ノ

0
・一

1
1
0
・
三
括
ヲ
静
脈
内
品
注
射
シ
タ
y

d

N

常
－
一
注
射
後
十
数
秒
－
一
シ
ア
著
ジ
キ
血
魅
ノ
上

昇
ヲ
’来
セ
η
ノ
。
各
賞
駿
－
一
一
於
ア
余
A

常
－
一
一
関
酸
「
ア
ド
V

ナ
リ
ノ
ン
」
注
射
前
及
ピ
同
注
射
後
血
魅
上
昇
司
ノ
ナ
セ

Y
ト
キ
勝
循
環
血
量
並
二
一
酸
素

消
費
量
ヲ
測
定
セ

y
。
左
－
一
一
貫
験
例
ア
一
不
＋
ノ
ン
。

第
－
表

第
一
例

同
阻
電
一九
・
ム
ハ
庖

E
O
%「よ

脳
重
七
一
－

O
叉

色

0 
血匪

0 五三五 六
二二四七 1mmHg.) 

う4 循毎

堕酸－， 一二 九 二二 五三
環分
血／

．．．．  量脳
ア 0 二 ハ三 (cc.) 
ド

レ
素消血波ナ

0 0 0 0 
リ ． ． 

量費施一ン 0 - 0 0 

0 九 一 七五 酸
八 六 九二 (cc.) 

語草夏

｜！ 

一 一三五

量循譲Pレ重京＝苦分1毎低1 

内
－－．．  （血ccス十1

注
七三二 O .) ~ 

君唱

0 0 0 0 素泊賀、針ス＝脳毎分
－・．．
一一 ー 一
六 五五六

量ノレ十

七一三 O （∞酸．）瓦

0 

色

第
六
港
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原

著
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盆

八
五
三

〈
第
四
務

四
九
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第
六
巻

F吋
原

盆

〈
第
問
時
蜘
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八
王
問

気

O
〉

第
三
例

惚
重
一
一
・

O
延

滋
三

0
・O
挺

勝
重
七
凶

O
或

~ o o I 158 － 一一一一 ｜息！面
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静静制 Ill!:ル瓦明一
脈脈鵬 一｜循＝分I~~
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ー一一一一一一－， レ
素＝毎 ｜ヒ
泊針分 lネ
焚ス脳 L
量Jレ十 l二
酸瓦｜手
(cじ・） わ

I将

五OMN「ウレ9ン」

色

血l霊
凶七四五
五六 (mm Hg・）

循毎
一一 一 滋分一一 一
ニ O 九八 E血nノ．．．． 
ニ 0 0 六

0 0 0 0 素油、血液．．．  

〈費量E錯0 0 0 0 
六五七五
九六大三

量Jレ叉毎
循茨ニユ分

三四二三 重苦悩． 血Z十0 一 六 九 (cc.) 

0 0 0 0 素精華＝才毎分

一 一 盆資ス脳
一一 一 ル十
0 三 九 O 酸叉七 O 八七 (cc.) 

0 

一
%
盤
酸
，
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
0
・一

犯
顕
静
脈
内
注
射

[';.? 0 

0
・
三
一

0

0
・
＝
二
ニ

0
・＝
一O
八

0
・f
一一

0
・
二
九
七

0
・
＝
二
九

0
・
二
九
七

0
・
二
四
九

0
・
三
O

一

0
・
二
九
九

0
・三

O
七

盤
酸
「
ァ
ド
レ
ナ

y
ン
」
ノ
脂
循
環
血
量

－
一
及
ポ
ス
影
響
－
一
就
ア
A

余
ノ
質
駿
－
一
一
炉
、
手
ノ
A

第

一
表

－一見
Y
如
ク
、
盟
酸
「
ア
ド

v
ナ

y
ン
」
ノ
静

服
内
注
射
－
一
ヨ
リ
ア
動
脈
血
魅
A

常
ニ
若
シ
ク
上
勝
シ
其
時
脳
循
環
血
量
モ
注
射
前
－
一
比
シ
多
ク
ノ
場
合
－
一
於
－
ア
著
シ
ク
増
加
ジ
数
倍
量
－
一

建
ス

Y

コ
ト
ア
リ
、
増
加
著
シ
カ
ラ
ザ
Y
時
ト
雄
モ
明
カ
ユ
増
加
ス

Y
ヲ
認
ム

Y

7
得
。

カ
ク
盤
酸
「
ア
ド
レ
ナ

y
ン
」
－
一
ヨ
nr
脳
循
環
血
量
ノ
増
加
ア
来
ス
モ
、
盤
酸
「
ア
ド
レ
ナ

y
ン
」
ノ
脳
髄
ノ
酸
素
需
要
量
－
一
及
ポ
ス
影
響
A

如

何
ト
云
フ
ニ
、
第
一
表
－
一
於
ア
見
Y
ガ
如
ク
、
脳
髄
ノ
酸
素
需
要
量
A

盤
験
「
ア
ド
レ
ナ

y
ン
」
ノ
静
脈
内
注
射
－
一
ヨ

y
著
ジ
ク
増
加
ス

Y
場
合

ト
増
加
ノ
殆
ド
認
メ
ラ

v
ザ
Y
場
合
ト
ア

y
。
郎
第
一
例
－
一
於
e
y
A
血
煙
三
二
粍
、
毎
分
脳
十
克
－
一
山
首
ス
U
F

循
環
血
量
一
・
三
路
、
毎
升
脳
十

瓦
ニ
一
劃
ス

Y
酸
素
需
要
量

0
・
一
五
一
托
ナ
リ
ノ
シ
毛
／
ガ
盟
酸
「
ア
ド
レ
ナ

y
ン
」
－
一
ヨ
リ
血
腿
五
二
粍
、
毎
分
勝
十
克

」一
割
ス

Y
循
環
血
量



一
・
七
蛇
、
毎
分
臓
十
克
二
封
ス
M
Y

趣
素
需
要
量

0
・
一
六
七
托
ト
ナ

y
、
酸
素
需
要
量
ノ
僅
少
ノ
増
加
ヲ
示
セ
リ
。
第
二
例
ニ
一
於
，
ァ
ρ

血
腿

七

O
粍
、
毎
分
脳
十
克
ニ
到
ス

Y
循
環
血
量
三
・

O
拓
、
毎
分
脳
十
兎
ニ
封
ス
M
Y

酸
素
需
要
量

0
・
二
七
九
托
ナ

y
ジ
時
、
堕
酸
「
ア
ド

v
ナ

y

ン
L
注
射
－
一
ヨ
リ
血
腿
九
九
粍
、
毎
分
勝
十
克
二
一
割
ス
グ
’循
環
血
量
三
・
七
館
、
毎
分
脂
十
克
ニ
封
ス

Y
酸
素
需
要
量

0
・
二
八
一
一
括
ト
ナ

y
、
増

加
著
シ
カ
ラ
ザ
Y

モ
、
究
ニ
血
座
四
三
粍
、
毎
分
脳
十
克
一
一
封
ス

Y
循
環
血
量
了
五
施
、
毎
分
脳
十
兎
ニ
封
ス

Y

酸
素
需
要
量

0
・
一
八
六

耗
ナ
リ
シ
時
醸
酸
「
ア
ド
レ
ナ

y
y
」
注
射
－
一
ヨ
リ
血
煙
八
七
粍
、
毎
分
勝
十
克
ニ
釘
ス

Y
循
環
血
量
三
・
九
括
、
毎
分
間
刷
十
克
ニ
一
割
ス

Y
酸
素

需
要
量

0
・
二
八
九
耗
ト
ナ
η
ノ
増
加
ヲ
示
ス
。
第
三
例
－
ご
於
，
プ
A

醸
酸
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
－
一
ヨ
リ
脳
髄
ノ
酸
素
需
要
量
ノ
増
加
ヲ
示
ス
モ
之
－
一

反
シ
ア
第
四
例
－
一
一
炉
、
4

7

A

臨
酸
「
ア
ド

v
ナ
ソ
ン
」
－
一
ヨ
リ
常
－
一
脳
髄
ノ
酸
素
需
要
量
A

殆
ド
獲
化
ヲ
蒙
－
フ
ズ
。
カ
グ
場
合
一
一
ヨ
リ
盟
駿
「
ア

ド
レ
ナ
リ
ン
L

－
一
ヨ
リ
’脳
髄
ノ
酸
素
需
要
量
ノ
鐙
化
ス

Y
ト
キ
ト
援
化
セ
ザ
Y
時
ト
ア

Y

宅
、
之
ヲ
仔
細
－
一
観
察
ス

Y

－
一
血
煙
比
較
的
高
ク
、

脳
髄
ノ
循
環
血
量
ノ
比
較
的
多
量
ナ
Y
時
－
二
臨
酸
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
ニ
ヨ
リ
脳
髄
ノ
酸
素
需
要
量
λ

殆
ド
接
化
ァ
蒙
ラ
ザ
Y

モ
、
血
腿
低

ク
、
脳
髄
ノ
循
環
血
量
モ
減
少
セ

Y
時－一
A

脳
髄
ノ
酸
素
需
要
量
A

盟
酸
「
ア

γ
レ
ナ
リ
ン
」
－
一
ヨ
リ
著
明
ノ
増
加
ア
来
セ
U
Y

ア
認
ム

Y
7

凶
守
。

（
二
）
「
ビ
ヴ

4
ト
リ
ン
」

「
ァ
ド

v
ナ

y
ン
」
－
一
類
似
ノ
血
管
作
用
ヲ
有
ス

Y
モ
未
ダ
斯
ノ
如
グ
充
分
－
一
A

研
究
セ
ラ
V

ず
Y
モ
ノ
ニ
脱
下
垂
穂
越
幾
斯
ア

y
。
血
腿

ヲ
ム
ん
進
セ
ジ
ム

Y
作
用
A

「
ア
ド
レ
ナ
η
ノ
ン
」
ヨ
9
弱
キ
モ
其
血
腿
充
進
ヲ
持
績
セ
シ
ム

Y
期
間
A

「
ァ
ド
レ
ナ

y
ン
」
ヨ
リ
ノ
モ
著
シ
ク
長
シ
ト

イ
A

Y
。
因
ニ
「
ア
ド
レ
ナ

y
ン
」
ノ
血
管
作
用
A
極
メ
ア
強
大
ナ
Y

毛
主
血
腫
上
騰
ノ
経
過
A
通
常
数
秒
ヨ
リ
ノ
数
十
秒
－
一
至
Y
ノ
ミ
ナ
η
ノ。

「
ピ
ヅ
イ
ト
司
ノ
ン
」
ノ
脳
血
管
－
一
一
割
ス

Y
作
用
一
一
関
シ
ア
A

出
羽
A

「
ピ
ツ
イ

L
Y
ン
」
ノ
静
脈
内
注
射
一
一
ヨ

y
血
魅
上
勝
セ

Y
ト
キ
及
ピ
其

常
態
－
一
復
セ

Y
ト
キ
エ
モ
脳
髄
ノ
流
血
量
λ

著
明
ニ
減
少
ス

Y

コ
ト
ヲ
賢
験
的
－
一
品
開
明
シ
、
「
ア
ド
レ
ナ

y
ン
」
ト
「
ピ
ツ
イ
ト
η
ノ
ン
」

λ

脳
血

管
ニ
劉
ジ
ア
相
反
ス
M
Y

作
用
ヲ
有
ス

Y
ヲ
以
ア
臨
林
上
脳
出
血
－
一
際
シ
「
ピ
ツ
イ
ト
リ
ノ
ン
」
ヲ
使
用
ス
M
Y

モ
血
腿
ア
ト
騰
セ
ジ
ム

Y
ト
雄
予
無

害
ニ
ジ
ア
、
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ノ
ン
」
A

常
一
一
脳
髄
ノ
流
血
量
増
加
ヲ
・
来
ス
ガ
故
z
絶
劉
的
－
一
之
ガ
侠
用
ヲ
避
ク

Y
ヲ
要
ス
ト
論
ゼ

y
。

第
六
谷
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五
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第
六
巻

F『

原

著、」

吉

盆

八
五
六

〈
第
削
減

況
ニ
）

ヨ
酬
、
周
剛
、
酬
明
等
A

一
定
不
謹
ノ
頚
動
脈
血
腔
ノ
下
ニ
於
－
プ
A

「
ピ
ツ
イ
ト

y
ン
」
注
射
－
一
ヨ
リ
脂
静
脈
血
流
出
量
ノ
減
少
ア
来
ス
号

頚
動
脈
血
座
ヲ
調
節
セ
ザ
Y
時
－
一
川
勝
静
脈
血
統
出
量
A

注
射
後
直
チ
－
二
週
性
ノ
減
少
ヲ
示
シ
衣
デ
又
一
過
性
ノ
増
加
司
／
来
シ
リ

1
2
分

後
ヨ

y
多
ク
ノ
場
合
－
一
於
－
プ
稿
持
績
性
ノ
減
少
ヲ
招
来
ス
ト
報
告
セ

y
。

「
ピ
ツ
イ
ト
リ
ノ
シ
」
ノ
脳
髄
ノ
酸
素
需
要
量
－
一
一
割
ス

Y
作
用
－
一
開
ジ
－
Y

A

山
北
A

脳
髄
ノ
流
血
量
減
少
－
一
並
行
シ
ア
酸
素
需
要
量
ノ
減
少
ス

ル
コ
ト
ヲ
謹
明
セ
ソ
。

余
ノ
「
ピ
ツ
イ
ト
ソ
ン
」
ヲ
用
ヒ
ア
行
ヒ
タ
M
Y

賞
駿
例
左
ノ
知
山
v
。
「
ピ
ツ
イ
ト
リ
ノ
ン
」
A

HVErcu
ロ
2
2
待
。
。
．
ノ
製
品
ヲ
用
ヒ
h
y
p
o

0
・二一一

& I 

一 一一 1 血
ニ ool 厩
一二五 i(mmf-lg.)

循毎
漠分 I：：；健
血ノ l'.7重
量脳 lピー
(cc.）にo

素血｜最三
精液 I三u
~－－ . 蓋路｜三脳
酸｜♀霊
(cc.) I比え

量Pレ支毎l0 
循＝分l支
夜釣脳
血ス十
(er.) 

素＝毎
精割分
費ス脳
盆Jレ十
酸瓦
(cc.) 

五七

0
・0
三八

八・凶

0
・三
一
九

第
二
表

第
－
例

五

O
M沖

第
二
例

五
O
V
P

時
間
重
べ
・
二
庖
崎
重
八
八
・
O
叉

「
ウ
レ
担
ン
」
液
二
四
・
大
路
ー
ー
ー

一

一

）

↑
毎
分
脳
一
ケ
j

一
毎
分
勝
土
真
、
J

血
E
H一
毎
分
ノ
脳
り
一

血
液
一
均
一
般

ι
一
宏
－
一
封

ι
一
＝
封
ス
ル
酸
此

町
一
循
環
血
最
白
、

一
素
消
費
量

ω
一
勧
循
環
血
〆い
一
素
消
費
量
（

一
O
丸
一
宍
六
・
七
一

0
・0
ニ
八
一
七
・
大
一

九
O
一
五
0
・0

一

0
・0
三
七
一
五
・
七
一

8

一
O
五
一
六
0
・0

一

0
・0
＝一二
一
六
・
八
一

8

「
ピ
ツ
イ
ト

p
y
」
0
・
三
路
頭
静
脈
内
法
射

0
・ニ一＝一

五

0
・0
四
O

レ』・
b
h

0
・三
O
八

0
・
二
一
八

六
0
・0

0
・0
三六

八・八

0
・
＝
二
七

’A 6 

「
ピ
ツ
イ
ト
リ
ン
」

0
・
二
路
頭
静
脈
内
法
射

第
二
表
ニ
於
47
見
Y
ガ
如
ク
「
ピ
ツ
イ
ト
リ
ン
」
ノ
頚
静
脈
内
注
射
－
一
ヨ
リ
第
一
例
－
一
於
－
7
A
血
煙
九

O
粍
、
毎
分
膳
十
克
－
一
割
ス

Y
循
環
血

量
五
・
七
路
、
毎
分
脳
十
克
－
一
割
ス
M
F

酸
素
消
費
量

0
・
二
一
一
一
括
ナ

y
ジ
モ
ノ
ガ
血
陸
一

O
五
粍
、
毎
分
脳
十
克
ニ
山
首
ス

Y
循
環
血
量
六
・
八

話
、
毎
分
勝
十
克
ニ
一
割
ス

Y
酸
素
消
費
量

0
・
二
一
八
路
ト
ナ

y
、
第
二
例
ユ
於
－
プ
A

血
歴
一

O
二
粍
、
毎
分
脳
十
克
－
一
封
ス

Y

循
環
血
量

七
・
七
路
、
毎
分
脳
十
克
－
二
割
ス
M
F

酸
素
消
費
量

0
・三

O
八
路
ナ

P
シ
毛
ノ
ガ
、
血
魅
一
二
一
粍
、
毎
ハ
ザ
脱
十
克
品
調
ス
M
Y

循
環
血
量
入
・
八

路
、
毎
分
脳
十
瓦
ニ
一
劃
ス

Y
酸
素
消
費
量

0
・
ゴ
二
七
括
ト
ナ

9
、
並
行
ユ
血
腿
ノ
上
昇
－
一
件
ヒ
勝
循
環
血
量
ノ
著
明
ナ

Y
増
加
ヲ
来
セ

Y
毛、

酸
素
消
費
量
ノ
増
加
A

極
メ
ア
僅
微
－
一
七
プ
、
品
理
化
無
h
y

ト
認
ム
w
F

ヲ
得
ペ
シ
。



（
三
）
盟
酸
「
ビ
ロ
カ
ル
ビ
ン
」

「
ピ
ロ
カ

Y
ピ
ン
」
A

迷
走
紳
経
末
梢
ア
興
奮
セ
シ
メ
心
臓
運
動
ア
抑
制
ス
。

血
煙
ノ
強
キ
下
隆
ヲ
招
致
ス
。

余
ノ
「
ピ
ロ
カ

Y
ピ
ン
」
ノ
臓
循
環
血
量
並
－
一
酸
素
需
要
量
－
一
割
ス
グ
’
作
用
－
一
関
ス

Y
賞
験
例
左
ノ
如
ジ
。

該

作

用
A

其
末
梢
血
管
－
三
割
ス

Y
撰
張
作
用
ト
相
侠
ア
動
脈

第
三
義

第
－
例

慎
重
一
四
・
一
一
低
限
重
一

O
二・
0
瓦

一
%
瞬
陣
「
モ
ル
ヒ
ネ
」
一
円
了
。
拓

ーヘ第一奏借用J
第二伊（四ト同一）

色

血匪一
）五七九九 O
一五 0 四四 (mmHg.) 

一 循環毎分
五七八九 O
四五五二 O 血ノ
' .. 

（量cc.目録） 五 O 七三 O

00000  
棄喜量竺量血．．．．． 

00000  
一一一 一一一 一一 一一 一一
八二七五三

量循yレ瓦毎

五七八九九 環望＝号分脳
－・・・・ 血ス十
三四四 O 八 (cc.) 

素F資古＝毎00000  警f分．．．．． ス脳一一一ーー
一一一一一 量Pレ1-
0 三二二二
一七七五五 (c酸e.)頁

ム 9 0 0 I 胤

二六六問八三九三 0 一一｜匪
0 二四八六四三一一八穴［！mmHg・）

循毎
瑛分
血／
量脳
（∞．） 

七
五
・
O

六
六
・
六

四
了
四

六
三
・
0

四
0
・。

四
ニ
・
九

一一四・五

一
六
・
七

二
四
・
0

一
七
・
四

二
四
・
。

0 

ゲ
月
開
賦
「
ピ
ロ
カ
ル
ピ
ン
」
0
・
「
路
頭
割
問
脈
内
治
射

稔
重
一

7
0延
勝
重
八
一
－
O
瓦

「
ウ
レ
ダ
ン
」
液
三
一
一
一
路

一

↑

）

一

毎

分

勝

十

）

一

毎

分

脳

十

瓦

）

血
匪
川
一
鯨
部
ω
一
議
十
凱
酸
い
一
日
十
許
と
お
む
酸
い

一
一
一
一
二
七
五
・
0

一

0
・0
一
一
一
一
一
一
九
・
三
一

一
O
六
一
四
六
・
二
一

0
・0
＝
一
九
一
五
・
七
一

九
五
一
四
四
・
四
一

0
・0
四
O

一
五
・
五
一

二
一
一
一
一

0
・
八
一

0
・0
七
三
一
一
・
三
一

寸
刈
調
ヨ
ゴ
斗
，
斗
－
d
割
削
問
吋
剖
矧

ム g0 0 

一一同－
% % %: 
臨盤開

畦唾畦
アピア
ドロ ド
レカ レ
ナ Jレナ

ロピ 担
ンン ~ 

?? 9 
止ちまE ~ 
顕頚顕
静静静
脈脈脈
内内内
註注治
射射射

第
三
例

五

O
%

0
・
二
一
四

0
・二二一一

0
・
ニ
ニ
0

0
・0
九
五

g 

♀ 

穏
重
九
・
O
庖
勝
重
七
五
・

ox

一
%
酸
昭
一
「
モ
ル
ヒ
ネ
」
一
五
・
O
蛇

一
毎
分
醐
引

血
液
一
銘
酸
寸
一
一
丸
＝
謝
ス
オ

素
消
費
量
何
一
ル
循
環
血
’
問
、

ー
一
量

1

一
一

0
・。
八
・
九
五
・
五
八
・
四
五
・
三
五
・
七
一一一・一一一
一一・二
一一一・二
一一・一一一
一一一・二

0
・0
一一二

0
・0
コ一五

0
・O
五
六

0
・0
コ一七

0
・O
五
六

0
・0
五
六

0
・O
九
0

0
・一一一一一

0
・O
九
四

0
・一一一一
0

0
・O
九
六

素＝毎
泊、聖母分
資ス脳
丞ノレ十

酸瓦
(cc.) 

0
・コ二

0

0
・
＝
二
二

0
・＝一
O
八

0
・一一一一一

0
・
二
九
七

0
・
三
一
九

0
・
二
九
七

0
・
二
四
九

0
・三
O

一

0
・
二
九
九

0
・三
O
七

第
六
巻

F『

原

士
日

重差

韓
酸
「
ピ
ロ
カ

Y
ピ
ン
」
ノ
脳
髄
ノ
循
環
血
量
並
ピ
ニ
酸
素
需
要
量
－
一
封
ス

Y
作

用
A

第
三
表
第
一
例
ユ
於
ア
A

血
眼
七
五
粍
、
毎
分
脳
十

著
w 

八
五
七

（
第
阿
波

五コ一）



第
六
忠
信

F、
鹿

箸....... 

吉

盆

八
五
八

（
第
四
時
蜘

五
四
）

元
ニ
封
ス
U
F

循
環
血
量
七
・
四
括
、
毎
分
勝
十
瓦
ュ
封
ス

Y
酸
素
消
費
量

0
・
二
三
七
耗
ナ
ソ
ジ
ト
キ
閥
抗
酸
「
ピ
ロ
カ

Y
ピ
ン
」
ノ
注
射
－
一
ヨ

y

血
歴
五
一
粍
、
毎
分
脳
十
克
ニ
封
ス

Y
循
環
血
量
五
二
二
一
話
、
毎
分
勝
十
克
ニ
劉
ス

Y
酸
素
消
費
量

0
・二

O
一
一
括
ト
ナ
リ
、
血
座
下
降
一
一
件
ア

騰
循
環
血
量
ノ
減
少
抜
ピ
ニ
脳
髄
ノ
酸
素
消
費
量
ノ
減
少
ヲ
示
シ
、
第
二
例
ユ
於
ア
A

血
路
八
六
粍
、
毎
分
勝
十
克
－
一
一
割
ス

Y
循
環
血
量
三
二
一
一

路
、
毎
分
勝
十
克
二
一
割
ス

Y
酸
素
消
費
量

0
・
二
九
七
詑
ナ
η
ノ
ジ
ト
キ
、
時
閣
酸
「
ピ
ロ
カ

Y
ピ
ン
」
注
射
－
一
ヨ

y
血
岡
崎
四
八
粍
、
毎
分
勝
十
克
－
一

潤
ス

Y
循
環
血
量
二
・
二
路
、
毎
分
脂
十
克
－
三
割
ス

Y
酸
素
消
費
量

0
・
二
四
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一
%
硫
酔
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
0
・
五
姥
頚
静
脈
内
注
射
後
二
分

硫
酸
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
ノ
脳
循
環
血
量
並
ピ
－
一
脳
髄
ノ
酸
素
需
要
量
二
及
ポ
ス
作
用
－
一
閥
シ
ア
A

第
四
表
－
一
一
於
ア
見
Y
ガ
如
ク
、
第
一
例
－
一
於

ア
ハ
血
腿
八
四
粍
、
毎
分
勝
十
克
品
川
賞
ス

Y
循
環
血
量
三
・
四
結
、
毎
分
脳
十
克
二
一
割
ス
U
F

駿
素
消
費
量

0
・
二
五
入
路
ナ
リ
シ
ト
キ
硫
酸
「
ア

第
六
品
管
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第
六
巻

F園、
原

著
L」

士
口

盆

八
六

（
第
四
時
抗

五
八
）

ト
ロ
ピ
ン
」
ノ
注
射
－
一
ヨ
リ
ノ
血
腿
七
七
粍
、
毎
分
脳
十
兎
－
一
謝
ス

Y
循
環
血
量
二
・
七
拓
、
毎
分
脳
十
克
－
一
封
ス

Y
酸
素
消
費
量
0
・
二
五
回
路

ト
ナ

y
、
血
煙
並
ピ
ュ
脳
循
環
血
量
／
減
少
ァ

y
f
t
脳
髄
ノ
酸
素
消
費
量
－
二
麓
化
ヲ
認
メ
ズ
。
然
M
Y

－
一
宜
（
際
更
－
一
硫
酸
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
ノ
注

射
ニ
ヨ
リ
血
煙
八
二
粍
、
毎
分
脳
十
克
－
一
割
ス

Y
循
環
血
量
四
・
一
括
、
毎
分
勝
十
克
二
割
ス

Y
酸
素
消
費
量

0
・
二
六
二
持
ト
ナ

y
、
血
座
並

ぜ
－
一
勝
循
環
血
量
ノ
増
加
ヲ
見
y
f
t
酸
素
消
控
量
－
一
一
獲
化
ヲ
認
メ
ズ
。
第
二
例
－
一
於
－
プ
A

血
腿
五
三
粍
、
毎
分
脳
十
克
－
一
割
ス

Y

循
環
血
量

一
了
八
括
、
毎
分
勝
十
克
ニ
調
ス
戸
酸
素
消
費
量

0
・
四
二
三
括
ナ

y
ジ
ト
キ
、
硫
酸
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
ノ
注
射
－
一
ヨ

y
血
膝
五
二
粍
、
毎
分
脳
十

克
ニ
一
割
ス

Y
循
環
血
量
二
・
七
路
、
毎
分
勝
十
克
ニ
山
首
ス

Y
酸
素
消
費
量
0
・
四
一
九
托
ト
ナ

y
、
血
歴
、
服
髄
ノ
循
環
血
量
並
ピ
ュ
酸
素
消
費

量
ニ
殆
ド
務
化
ヲ
認
ム

Y
ヲ
得
ズ
。
第
三
例
一
一
於
－
プ
A

血
腫
六
三
粍
、
毎
分
脳
十
克
ニ
封
ス

Y
循
環
血
量
凶
・
六
括
、
毎
分
脳
十
克
♂
一
劃
ス

Y

酸
素
消
費
量

0
・三

O
八
路
ナ
ソ
ジ
時
、
硫
酸
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
L
ノ
注
射
－
一
ヨ

y
血
煙
五
三
粍
、
毎
分
脳
十
克
一
一
割
ス

Y
循
環
血
量
四
・
四
括
、
毎

分
脳
十
克
ニ
劉
ス

Y
酸
素
消
費
量

0
・
二
九
九
括
ト
ナ

y
、
第
五
例
ユ
於
ア
A

血
魅
七
七
粍
、
毎
分
勝
十
克
ニ
一
謝
ス

Y

循
環
血
量
三
・
一
路
、

毎
分
脳
十
克
ニ
謝
ス

Y
酸
素
消
費
量
0
・
三
六
O
詑
ナ

y
シ
モ
ノ
ガ
、
硫
酸
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
ノ
注
射
－
一
ヨ
ソ
血
煙
七

O
粍
、
毎
分
脳
十
克
－
一
割

ス
Y
循
環
血
量
二
・
九
路
、
毎
分
脳
十
克
二
割
ス

Y
酸
素
消
費
量

0
・
三
六
三
括
ト
ナ

Y
4
2
血
隊
ア
幾
分
ノ
下
降
ヲ
見
Y

て
脳
髄
ノ
循
環

血
量
並
ピ
ニ
酸
素
消
盛
量
－
二
殆
ド
鐙
化
ヲ
認
メ
ズ
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血
煙
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粍
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毎
外
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克
ニ
劉
ス
Y
循
環
血
量
二
・
五
括
、
毎
分

脳
十
克
－
一
野
ス

Y
酸
素
消
費
量
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・
三
五
五
耗
ナ
リ

γ
ト
キ
、
硫
酸
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ア
ト
ロ
ピ
ン
L

ノ
注
射
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一
ヨ
リ
ノ
血
勝
四
五
粍
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毎
分
脳
十
克
一
一
割
ス
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循
環
血
量
二
・
五
括
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毎
分
脳
十
克
ニ
封
ス
M
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酸
素
消
費
量
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五
八
路
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ナ
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血
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少
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見
Y

モ
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循
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血
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ユ
一
援
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素
消
費
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一
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化
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封
ス

Y
循
環
血
量
二
・
六
拓
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費
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ナ
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ア
ト
ロ
ピ
ン
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ヨ
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三
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割
ス
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循
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量
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・
六
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服
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克
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山
首
ス

Y
酸
素
消
費
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七
三
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ナ
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モ
脳
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費
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七
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ス
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素
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費
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ナ
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四
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循
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託
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ス
M
F

酸
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費
量
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五
四
路
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ジ
ト
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、
硫
酸
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ア
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ロ
ピ
シ
」
ノ
注
射
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五
一
粍
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一
割
ス
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八
括
、
毎
分
脳
十
瓦
ニ
封
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酸
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費
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五
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ヲ
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ア
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酸
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ミ

l
y
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脳
血
管
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ス
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F
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l
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ス
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D
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A
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U
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測
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m
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F
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H
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A

軟
脳

膜
迄
穿
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ナ
レ
タ

y
，
脳
髄
ヲ
観
察
シ
ア
、
皆
共
－
一
亜
硝
酸
「
ア
ミ
1

Y
」
A
脳
血
管
ア
モ
蹴
張
セ
ジ
ム

Y
モ
ノ
ナ

y
ト
云
へ

y
。
又
旨
8
8
A
或

y
頭
蓋
快
損
ア
有
ス

Y
人
間
ノ
脳
髄
ガ
亜
硝
酸
「
ア
ミ
1

Y
」－一ヨ

p
－7
実
容
積
増
大
ヲ
来
セ

Y

コ
ト
ヲ
観
察
セ

y
ト
云
プ
。
然
Y

－一回己け一－

r

A
二
匹
ノ
家
兎
ヲ
用
ヒ
ア
亜
硝
酸
「
ア
ミ
1

Y
」
ノ
脳
血
管
－
一
一
割
ス

Y
作
用
ヲ
研
究
セ
シ
ガ
、
第
一
貫
験
－
一
於
ア

A
E硝
酸
「
ア
ミ
1

Y
」－一ヨ

y

－
プ
脳
血
管
ノ
著
明
ナ
Y
蹟
張
ヲ
認
メ
タ

yuv
ガ
、
第
二
質
験
－
一
一
於
－
プ
A

亜
樹
酸
「
ア
ミ
1

Y
」一一ヨ

y
－
プ
脳
血
管
ガ
憐
張
セ
ラ

Y

、
コ
ト
ヲ
認
メ

ザ

y
シ
ト
云
フ
。
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A

直
硝
酸
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ア
ミ
1

Y
」
ノ
脳
循
環
血
量
並
ピ
ニ
酸
素
需
要
量
－
一
及
ポ
ス
猿
化
ヲ
モ
研
究
セ

y
。
余
ノ
質
験
例
左
ノ
如
シ
。
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第
五
表
二
於
－
プ
見
u
y
d
N

如
ク
亜
硝
酸
「
ア
ミ

l
y
」
ノ
吸
入
－
一

ヨ
リ
ノ
第
一
例
ニ
於
－
Y
A
血
座
五
五
粍
、
毎
分
脳
十
克
ニ
封
ス

Y
循

環
血
量
四
二
二
一
路
、
毎
分
脇
十
克
ニ
…
劃
ス
w
y

酸
素
消
費
量
0
・三

O

五
括
ナ

y
ジ
毛
ノ
ガ
血
座
四
三
粍
、
毎
分
脳
十
克
－
一
山
首
ス

Y
循
環

血
量
二
・
八
括
、
毎
分
脳
十
瓦
ニ
一
割
ス

Y
酸
素
消
費
量
0
・
二
八
六
路
ト
ナ

p
、
第
二
例
ニ
於
e

プ
A

血
歴
四
八
粍
、
毎
分
脂
十
克
之
宮
ス
w
F

循

環
血
量
三
・
六
託
、
毎
分
勝
十
瓦
ニ
一
調
ス

Y
酸
素
消
費
量
0
・
四
五
O
路
ナ

y
シ
毛
ノ
ガ
、
血
歴
三
七
粍
、
毎
分
勝
十
克
ニ
山
首
ス

Y
循
環
血
量

二
・
九
括
、
毎
分
脳
十
克
－
一

一樹
ス
グ
’
酸
素
消
費
量
0
・
四
二
三
括
ト
ナ

y
、
業
時
更
－
一
軍
硝
酸
「
ア
ミ

1
Y
」
ヲ
吸
入
セ
シ
メ
シ
－
－
血
駆
三
五
粍
、

毎
分
脳
十
瓦
ニ
一
封
メ

Y
循
環
血
量
二
・
四
括
．
毎
分
脳
十
瓦
ニ
劃
ス
山
戸
酸
素
消
費
量
0
・
四
二

O
括
ト
ナ

9
、
第
三
例
二
一
於
ア
A

血
煙
五
九
粍
、

毎
分
脳
十
瓦
ニ
罰
ス

Y
循
環
血
量
三
・
回
路
、
毎
分
勝
十
兎
品
山
首
ス
M
F

酸
素
消
費
量
0
・
二
＝
ご
括
ナ

y
シ
モ
ノ
ガ
、
血
煙
五
一
粍
、
毎
分
臓

十
瓦
ニ
一
割
ス
M
F

循
環
血
量
ニ
・
一
一
降
、
毎
分
脳
十
元
二
到
ス
M
Y

酸
素
消
畏
量
0
・
一
七
二
耗
ト
ナ

9
、
皆
同
様
－
一
亜
輸
「
ア
ミ

l
y
」
ノ
殴
入

一一ヨ

第
六
容

箸
~ 

吉
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第
五
衰

鰻
重
九・七五
O
庖
脳
重
八
二
・
O
瓦
五
O
M
N
「ウレ

j

－
十
ー
↓
ず
副
司
虻
引
川

血
匪

H
一
毎
分
／
脳

e
一
l
J

－ji
e
一
－
：
：

e
一
＝
醤
ヌ

f
問
団

問
一
循
環
血
盆
や
一
素
消
費
量
や
一
軒
空
挺
血
や
一
素
消
費
盆
（

六
七
一
四
ニ
・
九
一

0
・0
五

八

一

一

五
五
一
三
五
・
＝
一

一
0
・0
七

一

一

一

四
主
ニ
ニ
・
六

一
0
・－
O
ニ

一

一

d
l剖
調
副
『
汁
斗
け

．．
 川
J

第
－
例

。

五
O
MN
「
ウ
レ
タ
ン
一
波

五
二四・一一二・八

0
・一二
O
ニ

0
・＝一
O
五

0
・
二
八
六

第
二
例

@O  

種
重
一
一
・
六
庖

＝一凶・
O
路

分
／
脳
ペ
サ

一
血
枕

也

循
環
血
阻速
い
一
素
消
費
盆
や
一
酌
循
環
血
〆い
一
素
消

3
h
G

五
O
一
＝
二
・
六
一

0
・
一
一
八
一

閉
八
－
三
0
・
o
－
0
・
一
二
五
－

三
七
一
二
四
・
五
一

0
・
一
四
六
一

三
五
一
二
0
・＝一一

0
・
一
七
五
一

。
I
I剖
制
醐
ユ
汁
河
川
川
斗
捌
制
捌
刈
倒
オ
対

勝
重
八
閥
・
O
瓦

＝一・八

0
・
凶
四
八

＝一・六

0
・四五
O

ニ・九

0
・凶一一一－一

一一・四

0
・四二
O

＠
同
獄
滴
吸
入
直
後

八
六
四

（
第
四
時
蜘

六
O
〉

第一一一例

脳
重
六
七
・
O
買

わ
慨

一
%
臨
酸

総重七・凶延。
血

五五六六九 陸

一九一九二 (mmHz.) 

循勾t
一二二三七

設血分／ 
四三八六 O． ． 

（主c主c脳－） 三 一 六四六

0 0 0 0 0 ・．．．．
0 0 0 0 0 
八六五凶ニ
二八六凶三

ー

一
量（霊血ルcι3封ユλZ〕毎分脳十二三四五 O・．．．．

一間三凶五

一
素費量i~量f ー毎0 0 0 0 0 
3ノス討レ脳分十・．．．．

一 一一一一一
七三四三四

(c酸c.)瓦二一一八二

。
豆
油
明
酸
「
ア
ミ

1
ル
L
吸
入



y
、
血
魅
ノ
下
降
－
一
件
ヒ
臓
循
環
血
量
ノ
減
少
ヲ
来
ジ
、
同
時
－
ニ
脳
髄
ノ
酸
素
消
費
量
ノ
減
少
ヲ
示
セ

y
。

綿
括
並
ビ
園
田
考
察

「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
ノ
臓
循
環
血
量
一
一
及
ポ
ス
影
響
－
一
就
ア
観
察
ス

Y

－
一
、
第
一
表
三
於
ア
見
Y
ガ
如
ク
勝
酸
「
ア
ド
レ
ナ
廿
ノ
ン
」
ノ
静
脈
内
注

射
ニ
ヨ

f
ア
勤
脈
血
肱
A

常
ニ
著
シ
ク
上
騰
シ
、
其
時
職
循
環
血
量
モ
注
射
前
一
一
比
シ
多
ク
ノ
場
合
－
一
一
於
ア
若
シ
ク
増
加
ジ
時
－
一
ヨ
リ
ノ
数
倍
量

エ
蓮
ス

Y

コ
ト
ア

y
。
増
加
著
ジ
カ
ラ
ザ
M
Y

時
ト
雄
毛
、
明
カ
ュ
増
加
ス

Y
ヲ
認
ム

Y
ヲ
得
。
「
ァ
ド
レ
ナ

9
ン」
A

脳
蜘
管
ヲ
モ
牧
縮
セ
ジ
ム

y
作
用
ア
有
ス

Y

コ
ト
ヲ
立
謹
セ

Y
皐
者
少
カ
ラ
ズ

0
4石
m

o

g

A

師
根
幹
ヨ
リ
ノ
離
断
セ
タ
レ
タ

Y
犬
ノ
頭
ヲ
用
ヒ
、
ヨ
鮒
等
A

動
脈
血
腿
ヲ

調
節
シ
－
7
共
－
一
「
ア
ド
レ
ナ
η
ノ
シ
」
ノ
脳
血
管
－
一
割
ス

Y
牧
縮
作
用
ヲ
有
ス

Y

コ
ト
ヲ
確
メ
タ

p
。
斯
ク
ノ
如
ク
「
ア

γ
レ
ナ
リ
シ
」
A

脳
血
管

自
身
ヲ
牧
縮
セ
シ
ム

Y
作
用
ヲ
有
ス

Y

コ
ト
A

事
質
ナ
ラ
ン
モ
、
y

A

頭
部
ヲ
躯
幹
ヨ

p
離
断
シ
、
或
A

動
脈
血
腿
ヲ
調
節
シ
ア
始
メ
ア
認
メ

得
Y

コ
ト
ユ
シ
ア
、
余
等
ノ
賓
験
－
一
於
ケ
Y
ガ
如
グ
、
頭
部
ヲ
躯
幹
ヨ
η
y
離
断
セ
ズ
ジ
ア
全
身
血
行
ト
蓮
絡
セ
ジ

メ
置
キ
、
動
脈
血
煙
ヲ
モ
調

節
セ
ザ
Y
時
ト
川
事
情
ァ
異
一
一
ス
。
換
言
ス
レ
バ
「
ア
ド
レ
ナ
η
ノ
ン
」
A

脳
血
管
自
身
ヲ
牧
縮
セ
ジ
ム

Y
作
用
ア
有
ス
ト
雌
モ
、
四
肢
及
ピ
内
臓

ノ
血
管
牧
縮
作
用
－
一
比
シ
ア
遜
カ
ュ
微
弱
ナ

Y
ガ
潟
ェ
、
血
歴
上
昇
－
一
件
フ
他
働
的
血
管
瞭
張
作
用
－
一
ヨ

yFプ
其
牧
縮
作
用
A

金
ク
隠
蔽
セ
ラ

v
車
－
一
慌
張
作
用
ノ
ミ
現
A

V

勝
循
環
血
量
二
品
－
一
一
増
加
ヲ
来
ス
毛
ノ
ナ

y
。

又
「
ピ
ヅ
イ
ト

y
y
L
モ
第
二
表
二
一
於
ア
見
Y
ガ
如
ク
「
ア
ド
レ
ナ
柑
ノ
ン
」
ト
同
様
－
一
静
脈
内
注
射
－
一
ヨ
リ
血
断
ア
上
騰
セ
シ
メ
、
同
時
一
一
脳
循

環
血
量
ヲ
モ
増
加
セ
シ
ム
。
「
ピ
ツ
イ
ト

y
ン
」
モ
「
ア
ド
レ
ナ

y
ン
」
ト
同
一
ノ
理
由
－
－
ヨ

y
脳
循
環
血
量
ヲ
増
加
セ
シ
ム
M
Y

モ
ノ
ト
解
蒋
ス

y
ヲ
得
ペ
ジ
。

「
ピ
ロ
カ

Y
ピ
シ
」
A

第
三
表
ニ
示
ス
ガ
如
ク
血
煙
ヲ
下
降
セ
シ
メ
同
時
－
一
勝
循
環
血
量
ノ
減
少
ァ
来
サ
シ
ム

。
若
シ
「
ピ
ロ
カ

Y
ピ
ン
L
ガ

他
ノ
末
梢
血
管
－
一
一
於
ケ
U
Y

ガ
加
ク
脳
血
管
ヲ
蹟
張
セ
ジ
ム

Y
作
用
ア

Y

モ
ノ
ト
仮
定
ス
レ
バ
脳
循
環
血
量
A

此
際
増
加
ス
可
キ
筈
ナ
夕
、
然

Y

－
一
血
煙
下
降
ト
同
時
－
一
常
ニ
脳
循
環
血
量
ノ
減
少
ヲ
来
ス
コ
ト
A

「
ピ
ロ
カ

Y
ピ
シ
」
ガ
脳
血
管
ヲ
蹟
張
セ
シ
ム

Y
ト
云
プ
般
定
ト
A

反
劉

ノ
現
象
ナ

y
ト
雄
モ
余
ノ
貫
験
ノ
ミ
ニ
於
－
プ
A

之
ヲ
諾
明
ス

Y

コ
ト
能
A

ズ
。
然
。
ノ
ト
雄
モ
、
「
ピ
ロ
カ

Y
ピ
シ
」
A

脳
血
管
－
一
割
シ
ア
慌
張
作

第
六
品
位

F「

原

箸....... 

士
口

盆

八
六
五

〈
第
例
措
蜘

六
一
）



第
六
念

F『

原

著
....... 

士日

盆

八
六
六

（
第
阿
波

六一一〉

用
A

全
々
快
除
ス

Y
ヵ
、
或
A

横
張
作
用
ア
η
ノ
ト
ス

Y
モ
其
作
用
極
メ
ア
微
弱
－
一
シ
ア
、
血
眼
下
降
－
一
件
プ
他
働
的
血
管
牧
縮
作
用
ノ
力
ニ
遠

グ
及
バ
ザ
Y

コ
ト
月
余
ノ
寅
験
ヲ
以
ア
三
一
日
ヒ
得
M
F

所
ナ
リ
ノ
。

少
量
ノ
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
ノ
血
膿
－
一
劉
ス

Y
作
用
品
就
－
プ

A
前
遁
ノ
如
ク
或
A
血
座
ヲ
上
勝
セ
ジ
ム
ト
云
ヒ
或
A
下
降
セ
シ
ム
ト
云
ヒ
、
未

グ
定
説
無
キ
モ
ノ
、
如
シ
。
余
ノ
貫
駿
一
一
於
－
プ
モ
第
四
表
－
一
示
ス
ガ
如
ク
、
或
A

僅
少
ノ
血
M
向
上
勝
－
一
作
ヒ
僅
少
ノ
鵬
循
環
血
量
ノ
増
加
ヲ
呈

ジ
或
A

僅
少
ノ
血
眼
下
降
及
ピ
脳
循
環
血
量
ノ
減
少
ヲ
示
ス
。
是
レ
郎
チ
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
ガ
服
血
管
－
一
到
し
v
－
ア
敗
続
的

－一
モ
横
張
的
－
一
モ
著

明
ノ
作
用
ヲ
有
セ
ザ
Y
詩
披
－
一
ジ
ア
、
唯
向
車
－
一
血
煙
ノ
L
L
－
下
－
二
致
シ
－
プ
脳
循
環
巾
量
ノ
増
減
守
ノ
示
ス
モ
ノ
ニ
シ
ア
、
脳
胤
管
A

門
前
ニ
血
．
脳
内
ノ

上
下
－
一
件
ヒ
ア
他
働
的
ニ
蹴
張
及
ピ
牧
縮
ヲ
起
セ
U
Y

モ
ノ
ナ

Y

コ
ト
ヲ
煮
味
ス

Y
ナ

y
。

亜
硝
酸
「
ア
ミ

l
y
」
A
脳
血
管
ヲ
モ
髄
張
セ
シ
ム

Y
作
用
ヲ
有
ス
ト
云

A

Y
、
コ
ト
前
述
ノ
如
シ
。
然
Y

一
一
余
ノ
質
駿
－
一
一
於
－
プ

A
第
五
表

－一示

ス
ガ
如
ク
亜
耐
酸
「
ア
ミ

l
y
」
数
滴
ノ
吸
入
ニ
ヨ
リ
ノ
血
座
A

下
降
ジ
脳
循
環
血
量
号
、減
少
ス
。
故
一
一
般
A
T
班
硝
酔
1
ア
ミ

1
Y
」
ニ
脳
血

管
横
張
作
用
ア

y
ト
ス
w
y

毛
並
（
作
用
微
弱
ニ
シ
夕
、
血
座
下
降
ニ
件
ブ
他
働
的
血
管
牧
縮
作
用
ノ
カ
ニ
及
バ
ザ
Y

コ
ト
ヲ
示
ス
モ
ノ
ナ
リ
。

之
ヲ
要
ス

Y

－
二
般
末
梢
血
管
ニ
一
割
ジ
ア
著
明
ノ
作
用
ヲ
有
ス

Y
築
物
モ
脳
恥
管
－
一
一
割
シ
ア
A

宜
（
作
用
能
力
極
メ
ア
微
弱
－
一
ジ
ア
、
唯
脳
ヲ

躯
幹
ヨ

p
全
々
分
離
ス

Y
カ
或
A

叉
血
燃
ヲ
一
定
一
小
鍵
ノ
賦
態
－
一
目
ケ

Y
ガ
知
キ
特
穂
ノ
場
合
－
一
限
ソ
ア
、
其
作
用
ア
礎
部
シ
得
－
プ
炉
、
モ
健

常
ノ
循
環
系
統
中
－
一
世
カ

y
、
同
大
脳
血
管
A

血
脈
ノ
上
下
－
二
伴
ッ
ァ
、
唯
他
働
的
－
一
慌
張
或
A

牧
縮
ヲ
起
ス
モ
ノ
ナ
リ
ノ
。
郎
チ
脳
血
管
－
一

封
ス

Y
薬
物
ノ
作
用
能
力
A

血
腿
ニ
ヲ
wy

他
働
的
旗
振
乃
荒
牧
縮
カ
ニ
遠
ク
及
バ
ザ

Y
ナ
リ
ノ。

衣
J

プ
脳
髄
ノ
酸
素
需
要
量
一
一
一
割
ス

Y
各
棺
薬
物
ノ
影
響
ア
論
ズ

Y

ニ
先
キ
立
チ
僻
康
ナ
M
Y

動
物
一
一
於
ヶ

Y

脳
髄
ノ
酸
素
需
要
量
ノ
開
係
ア

明
カ
－
一
セ
ザ
Y
可
カ
ラ
ズ
、
印
チ
余
ノ
前
篇
（
脳
髄
ノ
循
環
血
景
並
ピ
ェ
酸
素
一箭
要
最
－
一
就
d

ア
）
－
一
記
載
セ

Y
ガ
加
ク
健
康
ナ
w
y

犬
ノ
脳
髄
ノ
酸

素
需
要
量
A

循
環
血
量
ニ
増
減
ア

Y
ト
モ
常
－
二
定
不
鐙
ニ
ジ
ア
、
唯
循
環
血
量
ガ
或
Y

一
定
ノ
限
界
ア
超
過
シ
ア
減
少
ス
M
Y

ェ
及
ピ
ア
始
メ

ア
酸
素
需
要
量
ノ
減
少
ヲ
来
ス
モ
ノ
ナ
リ
。
而
シ
ア
其
限
界
A

佃
時
－
一
ヨ
リ
テ
相
異
ア

y
ト
雄
、
会
ノ
質
験
成
績
ζ

ヲ
レ
〆
鵬
十
克
－
一
割
シ
毎

分
一
・
七
乃
至
三
・
八
托
ノ
問
ニ
ア

Y

モ
ノ
、
如
シ
。
然
－
プ
バ
暗
闘
酸
「
ア
ド
レ
ナ
凶
ノ
ン
」
ノ
脳
髄
ノ
醍
素
需
要
最
－
一
及
ポ
ス
影
響
A

如
何
ト
一
苫
フ



ユ
ム
寸
第
一
表
ヨ
リ
瞬
酸
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
注
射
－
一
関
ス

Y
部
分
／
ミ
ヲ
摘
録
セ
シ
ユ

寸
1
1
1
1
寸
l
d司
引
引
引
司
引
引
J
1一

A
1此
表
ヲ
見
Y

－
一
瞳
酸
「
ア
ド
レ
ナ
；
し
注
射
－
－

7
脳
髄
ノ
酸
素
需
要
量
ノ

一
へ
第
一
表
〉
一
血
匪
壮
一
封
ス
ル
循
環
血
一
野
ス
ル
ー
素
需
一

一
；
・
：
、
一

j

l

m

－s
i
i
一
県
量

i
i一一r
一
著
シ
ク
増
加
セ

Y
場
合
ト
其
増
加
ノ
度
ノ
極
メ
ア
僅
微
ナ
Y
場
合
ト
ア

y
。
而
ジ

一
5

・
1

一

三

二

一

一

・

三

一

0
・
一
五
一
一
ア
瞳
酸
「
ア
ド
レ
ナ

y
ン
」
注
射
ニ
ヨ
リ
脳
髄
ノ
酸
素
需
要
量
ノ
著
ジ
ク
増
加
ス

y

一

第

一

例

一

一

ー

一

l

i

l

l

－

「
｜
｜

L
円
比
に
「
L同
ト
同
い
片
岡
円
一
場
合
A

常
－
一
瞬
酸
「
ア
ド
レ
ナ

y
ン
L
注
射
前
血
煙
低
ク
脂
循
環
血
量
毛
従
ツ
－
7
比

一

一

1

1

J

一

三

・

0

一
心
・
；
t
・
山
一
較
的
少
量
ナ
Y

時
二
限
レ

9
0
之
－
一
反
シ
ア
腫
酸
「
ア
ド

ν
ナ
叫
ノ
ン
」
注
射
－
一
ヨ

9

一
第
二
例
一
O

九
九
一
＝
一
・
七
一

0
・
二
八
一
一
一

一
1
－－

T

一
四
二
一
一

7
五
一

0
・
一
八
六
一
脇
髄
ノ
酸
素
需
要
量
－
一
著
ジ
キ
増
加
ノ
起
ラ
ザ
Y
場
合
A

瞳
酸
「
ア
ド
レ
ナ
柑
ノ
ン
」

「｜
L
い
は
川
「
l
K
Mト
同
い
ほ
円
一
注
射
前
血
煙
比
較
的
高
グ
脳
循
環
血
量
モ
比
較
的
多
量
ナ
Y
場
合
ナ
9
、

Ter

－

一

四

一

一

二

・

六

一

0
・
一
九
八
一

一

第

三

例

一

巨

二

二

」

ノ

一

〈

－

7
－f

一
酸
素
需
要
量
ガ
著
明
－
一
一
増
加
セ

Y

モ
ノ
ニ
於
47
モ
、
同
一
動
物
ノ
血
座
高
ク
、
循

一

一

O

七
六
一
四
・
一
一

0
・二三
O

一

ア

ー

ー

上

ぃ

l
ι
1ー
い
ト
十
ト
ト
ト
い
い
l
一
環
血
量
豊
富
ナ
Y
際
ノ
酸
素
需
要
量
ノ
純
国
ァ
超
過
シ
－
ア
増
加
ス
ゴ
ト
ナ
ジ
、

一

一

一

O

二

五

・

五

一

0
・＝一
O
八
一

一

一

O

二
ニ
二
八
・
四
一

O
二
一
一
二
一
唯
僅
カ
ユ
超
過
セ

Y
如
ク
見
ユ
戸
モ
ノ
ア
Y

モ
貫
験
誤
差
ノ
範
園
内
－
一
ア

y
。
故

一
第
四
例

7

．
ι一一二

1
；
：
一
勺
二
一

jι
一
二
盟
酸
「
ア
ド

v
ナ
ソ
ン
」
－
一
ヨ

Y
酸
素
需
要
量
ノ
増
加
A

、
車
－
一
血
陸
上
昇
循
環

一

一

O

一
三
四
一
五
・
七
一

0
・
三
一
九
一

一

一

六

二

一

二

・

三

一

0
・
二
九
九
一
血
量
増
加
一
一
件
ア
モ
ノ
ニ
ジ
ア
脂
質
質
－
一
封
ス

Y
特
種
作
用
ト
A

見
－
ブ
レ
ザ
Y
ナ

「｜

Lrじい
ー

し

じ

ド

ト

い

お

じ

9
0
故
－
一
血
眼
著
明
－
一
下
降
ジ
循
環
血
量
毛
限
界
線
ヲ
越
へ
－
プ
械
少
セ

Y
ガ
如
キ

注
意
。
ぃ
一
唯
一
時
一
ハ
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
ヲ
静
脈
内
一
一
注
射
ジ
タ
ル
コ
際
A

酸
素
需
要
量
ノ
著
明
ノ
増
加
ヲ
来
ス
モ
、
然
－
フ
ザ
Y
際
A

増
加
著
シ
カ
タ
ズ
。

「
ピ
ヅ
イ
ト
リ
ノ
シ
」
モ
「
ア
ド
レ
ナ

y
ン
」
ト
全
グ
同
一
ノ
開
係
－
一
ア

Y

モ
ノ
、
如
シ
。

・
次
－
ニ
鞭
酸
「
ピ
ロ
カ

Y
ピ
ン
」
A

第
三
表
－
一
見
Y
ガ
如
ク
、
臨
酸
「
ピ
ロ
カ
U
Y

ピ
ン
」
ノ
頚
静
脈
内
注
射
－
一
ヨ
リ
常
－
一
著
明
ナ
w
y

血
煙
ノ
下
降
－
一

件
ヒ
脳
髄
ノ
循
環
血
量
ノ
減
少
ヲ
来
シ
、
同
時
－
一
酸
素
需
要
量
ノ
減
少
ヲ
一
不
セ
リ
ノ
。
今
第
三
表
第
三
例
－
一
一
於
－
プ
A

関
醍
「
ピ
ロ
カ

Y
ピ
シ
」
ノ
比

較
的
大
量
ヲ
静
脈
内
二
注
射
セ
ジ
モ
ノ
ナ
Y
ガ
故
ニ
血
煙
ノ
非
常
ナ
Y
下
降
及
ピ
勝
循
環
血
量
ノ
過
度
ノ
減
少
ヲ
来
ジ
、
酸
素
需
要
量
ノ
著
シ

第
六
谷

F『

原

著
』」

τt 
CJ 

金

八
六
七

（
第
削
減

六＝一）



第
六
傘

F『

原

著
』」

-± 
CJ 

盆

八
六
八

（
第
凶
放

キ
減
少
ヲ
来
セ

y
。
叉
第
三
表
第
二
例
ュ
於
－
プ
A

血
煙
八
六
粍
、
毎
分
勝
十
兎
ニ
封
ス

Y
循
環
血
量
三
二
二
拓
、
毎
分
勝
十
克
ニ
一
割
ス

Y
酸
素
需

要
量

0
・
二
九
七
耗
ナ
リ
シ
ト
キ
腫
酸
「
ピ
ロ
カ

Y
ピ
ン
」
ノ
頚
静
脈
内
注
射
－
一
ヨ
リ
、
血
腫
四
八
粍
、
毎
分
脱
十
克
一
一
一
割
ス
U
Y

循
環
血
量
二
・

二
拓
、
毎
八
7
脳
十
克
ニ
割
ス

Y
酸
素
需
要
量

0
・
二
四
九
括
ト
ナ

9
、
酸
素
需
要
量
ノ
僅
少
ノ
減
少
ヲ
示
セ

y
、
是
等
A

健
康
動
物
－
一
於
ケ

Y

服
循
環
血
量
ノ
限
界
線
ヲ
超
過
シ
ア
下
降
セ

Y
場
合
ト
同
一
一
肌
セ
ラ
Y

、
モ
第
三
表
第
一
例
－
一
於
－
7

A

血
腿
七
五
粍
、
毎
分
勝
十
克
－
一
封
ス

Y

循
環
血
量
七
・
回
路
、
毎
分
勝
十
克
二
封
ス

Y
陵
素
需
要
量

0
・
二
三
七
括
ナ
リ
ジ
時
、
盤
酸
1

ピ
ロ
カ

Y

ピ
シ
」
ノ
頚
静
脈
内
注
射
－
一
ヨ

9
血
腿

五
一
粍
、
毎
分
勝
十
克
ニ
封
ス
U
F

循
環
血
量
五
・
三
路
、
毎
分
勝
十
克
ユ
一
樹
ス

Y
酸
素
需
要
量

0
・ニ

O
一
括
ト
ナ
リ
、
脳
髄
ノ
酸
素
需
要
量
ノ

減
少
ヲ
示
セ

y
。
斯
ノ
如
キ
現
象
A

循
環
血
量
ガ
向
限
界
線
以
上
ュ
存
在
ス

Y
場
合
－
一
ジ
ア
薬
物
ヲ
使
用
セ
ザ
Y

際－－
A

決
シ
ア
見
ザ
Y
現

象
ナ
Y
ヲ
以
ア
、
関
酸
「
ピ
ロ
カ
ル
ピ
ン
」
A

脂
質
質
ノ
酸
素
需
要
量
－
一
直
接
障
碍
ヲ
奥
ブ

Y
モ
ノ
ナ

Y

コ
ト
ヲ
立
謹
セ
9
0

硫
酸
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
A

第
四
表
ユ
示
ス
ガ
如
ク
脳
髄
ノ
酸
素
需
要
量
－
一
割
ジ
特
記
ス
ペ
キ
鐙
化
ヲ
奥
ヘ
ズ
。

亜
硝
酸
「
ア
ミ

l
y
」
品
開
ジ
ア
A

第
五
表
ノ
第
一
例
ェ
於
－
プ
A

毎
外
脱
十
克
ニ
一
割
ス
U
F

酸
素
需
要
量

0
・三

O
五
括
ナ
リ
ノ
シ
時
、
亙
硝
政
「
ア

ミ
1

Y
」
ノ
吸
入
－
一
ヨ
リ
ノ
ア
侍
分
脳
十
克
－
一
割
ス

Y
酸
素
需
要
量

0
・
二
八
六
托
ト
ナ

y
、
第
二
例
ユ
於
－
ア
A

毎
分
脳
十
克
－
一
封
ス
u
y

酸
素
需

要
量

0
・
四
五

O
括
ナ
リ
ノ
ジ
時
、
亜
硝
酸
「
ア
ミ
1

Y
」
ノ
吸
入
－
一
ヨ
リ
ノ
毎
升
脂
十
克
ニ
劃
ス

Y
醍
素
需
要
量

0
・
四
二
三
括
ト
ナ

9
、
第
三
例

－
一
於
ア
A

毎
分
脳
十
克
－
一
封
ス

Y
酸
素
消
費
量

0
・ニ
コ
二
蛇
ナ

y
ジ
時
、
亜
硝
酸
「
ア
ミ
I

Y
」
ノ
吸
入
－
一
ヨ

y
毎
升
脳
十
克
－
一

一割
ス
u
y

酸
素

需
要
最

0
・
一
七
二
托
ト
ナ

y
、
三
例
何
V

毛
一
皆
亜
硝
酸
「
ア
ミ
1

Y
」
ノ
吸
入
－
一
ヨ
リ
脳
髄
ノ
酸
素
需
要
量
ノ
減
少
ア
示
セ
リ
。
然
レ
ド
モ
三

例
共
ュ
一
生
硝
酸
つ
ア
ミ

I
M
F
！
吸
入
後
ノ
循
環
血
量
A

、
健
康
勤
物
－
一
於
－
プ
酸
素
需
要
量
ヲ
減
少
セ
シ
ム
可
キ
限
界
線
ヲ
超
過
ジ
ア
減
少
セ

Y
場

合
ノ
ミ
ナ
Y

ヲ
以
ア
、
余
ノ
質
験
成
績
ノ
ミ
－
一
4

7

A

亜
硝
酸
「
ア
ミ

l
y
」
吸
入
後
ノ
酸
素
需
要
量
ノ
減
少
ガ
生
理
的
減
少
ナ
Y

カ
、
果
タ
叉
薬

物
ノ
直
接
作
用
ナ
Y
ヵ
、
或
A

雨
者
ノ
合
併
作
用
ナ
が
’
カ
司
ノ
判
然
直
別
ス

Y

コ
ト
能
A

．
ス
。
然
レ
ド
モ
亜
樹
椴
「
ア
ミ
1

Y
」
A

血
球
中
ノ
色
素

ヲ
襲
ジ
ア
「
メ
ト
・
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
」
ト
怨
ス
作
用
ア
M
Y

ヲ
以
ア
業
結
合
酸
化
「
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
」
ユ
炉
、
ヶ
Y

ヨ
リ
モ
造
カ
－
一
輩
凶
ナ
w
y

ガ
故
－
一

葉
酸
素
ヲ
組
織
ニ
供
給
ス
ル
コ
ト
岡
難
ナ
Y

A
怨
像
ス
w
y

二
難
カ
ラ
ズ
。
従
ツ
ア
亜
硝
酸
「
ア
ミ

l
y
」
ノ
吸
入
国
一
ヨ
リ
脳
髄
ノ
酸
素
需
要
量



ノ
減
少
ヲ
来
ス
A

循
環
血
量
ノ
減
少
ト
血
液
某
レ
自
館
ノ
嬰
質
ト
南
者
ノ
作
用
ニ
ヨ
ツ
ア
起
Y

毛
ノ
、
如
U
J
O

結

論

（
二
、
韓
酸
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ノ
シ
」
、
並
－
弓
ピ
ツ
イ
ト
η
ノシ
L
ノ
如
キ
末
梢
血
管
牧
縮
襲
ノ
静
脈
内
注
射
－
一
ヨ

y
、
血
脈
著
明
－
一
上
昇
γ
、
脳
髄
ノ

循
環
血
量
常
ニ
増
加
ス
。

合
己
．
鞭
酸
「
ピ
ロ
カ

Y
ピ
ン
」
ノ
静
脈
内
注
射
並
二
血
硝
酸
「
ア
ミ
1

Y
」
ノ
吸
入
A

末
梢
血
管
ヲ
撰
張
セ
シ
メ
血
煙
ヲ
下
降
セ
ジ
ム

Y
毛、

脳
髄
ノ
循
環
血
量
A

常
ニ
減
少
ス
。

一
般
末
梢
血
管
ユ
山
首
シ
ア
著
明
ノ
作
用
ア
有
ス

Y
薬
物
モ
脳
血
管
－
一
劃
シ
ア
A

葉
作
用
能
力
極
メ
－
プ
微
弱
ナ
9
0

一
般
血
管
薬
物
A

脳
ヲ
躯
幹
ヨ

y
全
々
分
離
ス

Y

カ
或
A

叉
血
座
ァ
一
定
不
獲
ノ
航
態
ニ
置
ヶ
y
d
N

如
キ
特
種
ノ
場
合
－
一
限
η
こ
プ
其

作
用
ア
発
揮
シ
得
一
ブ
Y

、
毛
、
健
常
ノ
循
環
系
統
中
ニ
置
カ

Y

、
間
A

脳
血
管
A

血
猷
ノ
上
下
－
一
件
ッ
ァ
、
唯
他
働
的
－
一
慌
張
或
A

牧
縮
ア

起
ス
モ
ノ
ナ

y
。

（
五
）
、
脳
血
管
ユ
一
割
ス

Y

一
般
血
管
薬
物
ノ
作
用
能
力
A

血
魅
－
一
ヨ

Y
他
働
的
鱗
張
乃
至
牧
縮
力
－
一
遠
グ
及
バ
ザ
Y
ナ
9
0

（六
v
、
盤
酸
「
ア
ド
レ
ナ

9
ン
」
一
一
ヨ

Y
酸
素
需
要
量
ノ
増
加
え
車
－
一
血
魅
上
昇
、
循
環
血
量
増
加
－
一
件
プ
モ
ノ
ニ
シ
ア
脂
質
質
－
一
一
割
ス

Y
特

種
作
用
ト
見
－
フ
レ
ザ
J
Y
ナ
9
0
「
ピ
ヅ
イ
ト

p
シ
」
亦
同
ジ
。

（
七
）
、
盟
酸
「
ピ
ロ
カ
Y
ピ
シ
」
A

常
ニ
酸
素
需
要
量
ノ
減
少
ヲ
来
ス
。
一
ヅ
A

血
厩
下
降
、
循
環
血
量
減
少
－
一
ヨ

Y
モ
亦
一
グ
ニ
A

盟
酸
「
ピ

ロ
カ

Y
ピ
ン
」
其
物
ガ
脂
質
質
ノ
酸
素
需
要
量
－
一
直
接
障
碍
ア
奥
フ
Y

モ
ノ
、
如
ジ
。

（
八
）
、
亜
硝
酸
「
ア
ミ

l
y
L
モ
亦
常
－
一
酸
素
需
要
量
ノ
減
少
ヲ
来
ス
、
葉
原
因
A

血
臨
陛
下
降
、
循
環
血
量
ノ
減
少
－
一
ヨ

Y
毛
亦
血
液
其

v
自
鵠

ノ
麗
質
－
一
ヨ

Y

モ
ノ
、
如
uv

。

（
九
）
、
硫
酸
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
A

脳
髄
ノ
循
環
血
量
並
ピ
一
一
酸
素
需
要
量
－
一
劃
シ
ア
著
獲
ア
見
ズ
。

本
研
究
A

帝
国
華
士
院
皐
術
研
究
費
ノ
補
助
－
一
ヨ

y
遂
行
シ
得
タ
7
0
欄
筆
－
一
臨
ミ
蕊
－
一
記
ジ
テ
謹
謝
ス
。

Fヘ
一一一」J、
（四）、

第
六
巻

F司
原

馨
L」

吉

盆

八
六
九

〈
第
四
時
蜘

六
五
）



事告~（~ 【医柳】 明tl ~損 <+10 （華民E鵠 4く4Z)

Literaturverzeichnis. 

1) Biedl u. Reiner. Pfluger’s Aγch., l!lOO., Bd. 79. S, 158. 2) :Bezold u. Bloeobaum. l'ntcrsuch. a. d. Physiol. Lauりrat.in W誼u,hurg,1SG7, 
I. 1. Zit. bei. Heffter. H:i.n,¥buch der experim. Pharma！、al.,1924, Berlin. 3) Berezin. Russkiy Vrnch, 1916, 22, 513. Cited in Joum. of the 
Amer. Med. Assoc., 1916, No. 67. p. 844. 4) Baylis and Hill. Jonrn. of Physiol., 1805. Vol. 18, p. 334. 5) Gartnfr urnl Wagner. 
Wiener. med. Wochenschr., 1887. Nr. 19, S. 601. 6) Gayda. Arch. di fisiol., XH, 3, p. 215. Ref. in Zcntra!Lbtt f. Phy;iol.. lil14, Bd. 29, s. 
100. 7) 宣伝rthle.Pflilger’S Archiv. 1889, Bd. 44, S. 561. 8) Hirschfelder. Journ. of Phannacol. and Therap., 1915, Vol. G, p. 597. 
!l) 来演．日本外科撃曾雑誌・ 昭和2年.~高28回＇ J.誇18頁・ 10）索現．日本外科接合雑誌p昭和3年p第29回，第16頁． 11) 三輪．尾燭．城下．
北海道瞥撃雑誌．大正15年・第4年3第115頁． 12）森島．薬物事．大正11年，東京 10) Mosso. Zit. bei Meyer u. Gottlieb. Experim. 
Phannak叶， 1925,Berlin. 14）小）If，日本議物撃雑~，大正14年・ 第1省第441頁． 15）小川I. 日本薬物祭雑誌昭和2年，第4~，第63頁．
16）小J!I.日本薬物撃雑誌，昭和2半＇ W,5：，第264頁 17) Pick. Archiv f. exp. Pathol. u. Phannakol., 1899, JM. 42，只 3:19. 18) 
Roy a. Sherring'ton. Journ. of Physiol., 1890, Vol. 11, p. 85. 19) Scb.iiller. Berl. klin. Wochenschr., 1874, No. 25, S. 294. 20) 
Surminsky. Zeitschr. f. ration. Med., 1860, 36, 205. Zit. bei Heffter, Hantlbuch der experim. Pharmakol., 1924, Berlin. 21) Wiechowski. 
Arch. f. exp. Pathol. u. Pharmakol., 1905, Bd. 52, S. 389. 22) Wiechowski. Arch. f. exp. Pathol. u. Pharmakol , 1902, Bel. 48, S. 376. 
23) Wood. Amer. Journ. of med. Sc., 1873, Vol. 65, p. 332. 24) Wiggers. Amer. Journ. of Physiol., 1905. Vol. 14. p. 452. 25) 
Wiggers. Journ. of Physiol., 1914, Vol. 48, p. 109. :l6) Webster. Biochemical Journ. 1908, Vol. 3, p. 129. 27) Yamakita. Toho-
ku Journ. of exp. Med., 1922, Vol. 3, p. 305. 28）吉盆．脳髄ノ循環血量並ピ＝酸素需要量＝就テ. El 本外科賓画，昭和4年，第6~き，第l頁．

炉、



Km・ze lnliαltsangαbe. 

Ueber die pharmakologischen Einfliisse auf die Menge des zirkulierenden 
Blutes und das Sauersto任bediirfnisdes Gehirns. 

Von 

Dr. med. T AMENORI Y OSHIMASU, Dozent. 

[Aus der Klinik der orthopadischen Chirurgie der Kaiserlichen Unive了出tatzu Kyoto (Prof. Dr. H!ROMl' !To.）〕

日出timmungder Menge des zirkulierenden Blutes und des Sauerstoffbedurfnisses des Gehirus waren wie in <ler 

vorigen Arbeit. 

Die Resultate uηserer Experirnente waren kurz folgende : 

(1) Aclrenalinum hy<lrochloricum. 

IV. Hund. Korpergewicht 9M・o0~~h· Hirntey~i::O~~ ?5.0 g. 15・0CClll 
vvn I %1gem mum 1 

Blutdruck Z川叩<le~ O孟 V
Blut des Gehirns von 1ccm Blut 10 g 仏 hirnper fiir 10 g. r.ehim 

(mm Hg) per Mim由（ccm) per Min. (ccm) !llin. (cc川 perMin. (ccm) 

u6 75.0 0.031 10.0 0.310 

u8 66.6 0.035 8.9 0.312 

IOI 4I4 0.056 5・5 0・308

0 I_) I 63・0 0.037 84 o.3II 
一一一

93 40.0 0.056 5・3 0.297 

0 IJ4 42 9 0.056 5・7 0.319 

86 24・5 0.090 3・3 0 297 

0 Intravenose I吋ektionvon o・2ccmvon I,%igem Adr. hyd. 

戦4＜~ 【腿縛】 引C! {1相 <4-l I （事長E翁 ・K4J) 



事長 4＜~ 【峰神】 明口 側 <-ti11 （奇襲亘書室 ~（＜） 

( 2) Pituitrin. 

JI. Hund. Iく：orpert)~；；~~~ 10.6 Kg. Hirngewicht 68 o g. 
5o%ige -Losung : 32・occm

Blutdruck Zirkul. lllut des 02 -Verbrauch Zirkul. Blut fiir 02 -Verbrauch 
(;ehirn吟 per van 1ccm Bh＇、t IO g Gchirn per fiir IO g (;ehirn 

(mm Hg) J¥lin. ( ccin) per J¥lin. (ccm) i¥lin. （にcm) per Mi札（ccm)

105 57・ 1 0038 8.4_ 0・319

102 52.2 O.OJD 7・7 0.308 

0 121 6o.o 0.036 8.8 0・317

0 Pituitrin o.2ccm intravenos injiziert. 

(3) Pilocarpinum hydrocliloricum. 

I. Hund. Iζorpergewicht 14.1Kg. I王irng引、•icht 102.0 g. 
1% ige' Morphinum bydrochl : 21.0 ccm. 

Blutdruck Zirl叫 I.Dlul des 02 -Verbrauch Zirkul. Illut fiir Oo・Verbrauch
Gebirns per von 1ccm Blut 10 g G~hirn Jer 向rIO g Gehirn 

(mm Hg) lvlin. (ccm) per Min. ( ccm) Min. (ccm per Min. ( ccm) 

I04 100.0 0.023 98 0.225 

94 92・3 0.025 9.0 0.225 

90 85・7 0.027 84 0.227 

75 75・0 0.032 7・4 0.237 

0 51 54・5 0.038 5・3 0 201 

0 o.1ccm von 1%igem Pilocarp. hydrnchl. intravenos inJiziert. 



総－！（f!J 【隆紳】

(4) Atropinum sulfudcum. 

V. Hund. Korp~；：；；icht 14・5Kg. I [irngcwicht 89・og.
1 %iges hinum hydrochl: 22.0 ccm. 

Ulutdrucl、 /'.irl、ul.l3lut des 。2・Verlirnuch Zirkul. Rlut fiir 02 ・ V erbrauch 
<_;ehirns per von xccm Blut ro ~ Gehirn per ftir IO g Gehirn 

(lllm IIg) !¥!111. （山n) per ~ii札（ccm) in. (ccm) peγMi札（ccm)

113 133・3 0.024 14.9 0.358 

JOO 1200 0.027 13・5 0・365

95 57.0 0.055 6.4 0.352 

86 26.r 0.122 2・9 0.354 

86 30.0 0.108 3・4 0・367

77 27・3 O.II6 3.1 0・360

0 70 26.1 0.125 2.9 0・363

61 22 2 0.145 2.5 0・363

55 22 2 0.147 2.5 0・368

0 1 Minute nach der intraveni:hcn Injddion von I occm 1%,;igen Atropini sulfur. 

(5) Amylium nitrosum. 

III. Hund. Korpergewicht 7・4Kg. Hirngewicht 67.0 g. 
1%i日esMorphinum hy<lrochl: 16.0 C仁川

Dlutdruck Iメirl；、ul.lllut des I 02 . Verbrnuch I Zirl,ul. Blut fiir 
｜（八hirn凶 l氾r I von 1ccrn Blut I IO g (;ehirn l町

(mm Hg) I Min. (ccm) I per Min. （じC叫 I l¥li11. (con) 
92 -i 70.6 I o・023 i 10.5 
69 I 3rq I 0・0+4 I s・4

I 61 ｜一一ーヱ ：L一一一｜一一」笠一一一｜ーー」：2
I- 59 I 一二）~ ｜一一三竺 I H 
o 51 I 14.3 I o.os2 I 2.1 
O Amyl. nit1os. inh、'1li.ctl.

制口 側

o.. Verbrauch 
flir IO g Gehirn 
per Min. (ccm) 

0.242 

0.238 

0.241 

0.231 

0.172 

<+i 111 （事長宣告S 4く千三）



事提 4（~ 【暖柳】 制ロ 紺 <-ti民 （華民Z官房 ..¥-lO) 

Schluss. 

( r) Durch di（三 intrave

linum hydrochloricu『n und Pituitrin, steigt der Blutdruck stets betrachtlich an, unu es nimmt die Menge clむ im

Gehirn zirkulierenden Blutes zu. 

(2) Die intravenC>se Injektion von Pilocarpinum hydrochloricum unu die Inhalation von Amylium nitrosum er・weitert

die Feripheren Blutgefasse und ern!eJrigt den Blutdruck ; dabei nimmt aber die Menge des im Gehirn zirkulierendじll

Blutes ab. 

(3) Die A印

(4) Die Arzneimittel, welche aL die Blutgefasse eim¥ 

bεSOilιlers dann, wenn das G巳himvon dem Rumpf ganz isoliert ist oder der Blutc!ruck konstant erhalten bleibt. Steht 

aber das Gehirn in Verbindung mit einem normalen Zirkulationssystem, so erweitern oder kontrahieren sich die 

Hirngefasse nur passiv mit dem Steigen oder Fallen des Blutdruckes. 

¥5) Die Einwirkung der die allgemeinen Blutgefasse beeinflussenden Arzneimittel auf <.lie 日irngefasseliegt weit 

unterhalb der ¥¥-irkung inbezug auf die passive Erwcit巴rungoder Kontraktion clmch den Blutdruck. 

(6) Die Zunahme des Sauersto日bedurfnisses durch Adrenalinum hydrochloricum h主ngt nur mit der cladurch 

bewirkten Blutdrucksteigerung uncl Zunahme der zirkulierenclen Blutmenge zusammen, nicht aber mit der spezi恥chen 

Einwir・kungdie吋日 Pk1rmakonauf das Hirnparenchym. Pituitrin entfaltet clieselbt: ¥Virkung. 

(7) Pilocarpinum hydrochloricum ruft stets Abnahme des Sauersto任bedurnfis問日 hcrvor, 1日日 teilsvon dem Fallen 

des Blutdrucks und der Abnahme der zirkulierende口 Blutmengehernjhrt. AL日 erdem wirkt l'ilocarpinum hyclrochl. 

"l¥'C>h¥ auch dir己ktsch~tcli gencl auf das Sauer、to任bedu1fnis des Hirnparenchyms. 
（京） Auch Amy¥ium nitrosum f(ihrt stets zur Abnahme des Saぽ rsto仔bechirfnissesund zwar durch die Blutdrucksen-

kung tllld die Abnahme der zirkulierenden Blutmenge, aber auch durch die Degen巴rationdes Blut出 selbst.

(9) Atroρi11u1n 山 lfuricumbeeinflu出 tdie zirkulierende Blutmenge und das Sauc1・stoftbedurfnis des Gehirns nicht 

cleutlich. 


